
 

 

 

 

令和８年２月２７日付けで本市が寄贈を受けた安元

家資料（第 2 次）のうち、獅子頭
し し が し ら

1 点、 盃
さかずき

1 組、提
さげ

重
じゅう

１

点を初公開します。 

本資料群は、田主丸町で代々神職を務めた安元家

が所有していたものです。第１次寄贈では、安元家が

代々奉仕した祇園
ぎ お ん

社・天満宮の由緒等を記した古記録

を中心に、２０７点を受納しました。今回の第２次寄贈で

は、祭礼に関わる道具や生活道具のほか、戦局地図や

地形図など合わせて１６点を受納しました。 

 

●No.1 天満宮に伝来した獅子頭
し し が し ら

 

本資料は、安元家が奉仕していた天満宮に伝来した

もので、実際に祭事で使用されていました。朱塗りの木

製で、獅子の下顎
したあご

部に「明治十一寅年」（１８７８年）の

陰刻
いんこく

（文字を溝のように彫りこんだもの）があります。安

元家が引き取った後は家の子どもたちが打ち鳴らして

遊んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●No.2 大祭を記念した盃 

本資料の内側には「 菅
すがわら

公千五十年大祭記念 田主

丸天満宮」の浮き彫りがあります。また、中央には、菅

公（菅原道真
すがわらのみちざね

）を象徴する梅鉢紋があしらわれていま

す。昭和２７（1952）年に斎行
さいこう

された菅公没後１０５０年

大祭の際に制作されたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●No.3 思い出残る提重 

  2 段重 1 組・5 段重 2 組・引き出し 1 段からなる木

製の提げ重箱です。蓋
ふた

の裏に墨書
ぼくし ょ

で「大正拾
じゅう

四年十月

新調／安元氏／作料八円」と記されています。「作料」

とは製作料のことで、本資料が既製品ではなく安元氏

の依頼で新調されたことが分かります。この立派な提

重は、運動会や花見など安元家の家族団らんの場で使

用されていました。 

 

 

 

 

◆ 新収蔵資料紹介（令和8年度１１月）展示解説シート ◆ 

受け継がれた祭礼や暮らしの道具～安元家資料（第2次）～ 

会期：令和８年１０月３１日（土）～１１月２９日（日） 

久留米市立六ツ門図書館展示コーナー 

 


